平成○○年度



第１学年　年間指導計画（例）


○○中学校
	学校の教育目標　１.自ら考え進んで行動する。　２.互いに理解し助け合う。　３.よく学び美しい心を養う。

	学年の重点項目　･助け合い励まし合う態度を養う。　･物事に積極的に参加する態度を養う。　･自然と親しむ態度を養う。


	月
	主題名
	資料名
	内容項目
	ねらい
	主な発問(◎は中心発問)
	関連項目
	心のノート
	各教科
	総合／特活

	4
	個性をみがく
	１　トマトとメロン　
(CD)
	１－(５)
	自己を見つめ，考え，自己の向上を図るとともに，個性を伸ばして意欲的な生き方を追求しようとする態度を養う。
	〇なぜトマトとメロンを比べてもしょうがないのか。
〇わたしたちに置き換えたら，どんなことを言っているのだろう。
〇他の人と自分を比較してしまうのはなぜだろう。
◎この詩を通して，相田さんはわたしたちに「どうしなさい」と言っているのだろう。
	２－(５)
	p.34-39
	国語（詩の鑑賞）
	進路学習（自己理解）

	
	責任をもって
	２　二人の約束
	１－(３)
	どのような小さな行為でも，自分で考え，自分の意志で決定したことについて責任をもとうとする態度を養う。
	○「わたし」とユウコの性格や関係について，自分自身と比べ，考えてみよう。
○どうして「わたし」はユウコと話し合いをしようと思ったのだろう。
○ユウコは「お互いに遠慮なく言おう」という約束をどんな意味に理解したのだろうか。
◎「わたし」はどうしてはっきりとユウコに言えないのだろうか。
○もう一度話し合うとき，「わたし」はユウコにどう話すだろうか。
	２－(２)
２－(３)　
	p.26-29
	　
	学級活動（適応と成長）

	
	校風を受け継ぐ
	３　ミソアジの学校
	４－(７)
	先輩たちの長年の努力によって培われた校風を，後輩の在校生が継承し，協力し合って，よりよい校風の樹立と発展に努める態度を育てる。
	〇「ミソアジ運動」をどう思うか。
〇翌朝の「ぼく」はどんな気持ちだったのだろうか。
〇生活委員の川上君との会話から，「ぼく」はどう思っただろうか。
〇お父さんの話を聞いて，「ぼく」はどう変わっていったのだろうか。
◎｢ぼく｣はどうして，学校全体が一つの大きな目標に向かって動いているように感じたのか。
〇自分の学校の校風ってどんなものだろう。
	４－(４)　
４－(８)
	p.116-119
	　
	地域社会のことや，学校の歴史についての調査活動／学校行事　生徒会活動（委員会活動）　部活動　

	5
	手を携えて
	４　富士山を汚すのはだれか
	４－(２)
	力を合わせて，自らの力でよりよい社会の実現に努める。
	○富士山に人が集まるのはなぜか。
○日本の山のことをどれだけ理解しているのかと言われたとき，筆者はどのような気持ちになっただろうか。
○なぜ筆者はなんとかしなきゃいけないだろうと思ったのか。
◎「人々の意識がなければ汚れるのは早いが，逆に意識があればきれいになるのも早い。」という言葉には筆者のどういう思いが込められているのか。
	３－(２)
	p.96-99
	　
	ボランティア活動，職場体験活動／生徒会活動

	
	気持ちをこめて
	５　気持ちがあれば……
	２－(１)
	相手を人間として尊重し，時と場に応じた適切な言動をとろうとする気持ちを高める。
	○佐藤看護師は，清人たちの「どうも……。」というあいさつをどう受け止めただろう。
○病室で声高に話したり，飲食したりしているとき，病室の中にイライラした雰囲気が広がったのはどうしてだろう。
◎佐藤看護師は，清人たちを見送りながら，どのような気持ちからため息をついたのだろう。
	４－(１)
４－(４)
	p.44-47
	　
	学級活動（社会の一員としての自覚と責任）

	
	前向きな心
	６　ベストスマイル
	１－(２)
	自分の目標を達成するため，主役である自分が希望と勇気をもって着実にやり抜く強い意志を育てる。

	〇補欠に決定したときや決定してから本番に向けて準備するときの筆者の気持ちを考えてみよう。
○なぜ筆者は市民マラソンや各種イベントに参加することにしたのかを考えてみよう。
◎筆者が，もう一度走りの原点に立ち返ろうとしたのはなぜかを考えてみよう。
○感動好きの筆者が，座右の銘を「ベストスマイル」としている理由を考えてみよう。
	１－(４)　２－(６)　３－(３)
	p.22-25
	　
	今年の目標設定

	6
	生きる
	７　あなたはすごい力
で生まれてきた
(CD)
	３－(１)
	生命のかけがえのなさ，尊さを理解させ，自他の生命を大切にして，充実した人生を送ろうとする心情を養う。
	〇「自分がはるか昔の原始につながっている存在」とはどういう意味か。
〇出産は，母親と赤ん坊の二者の共同作業であるというのは，どういうことか。
◎「すごい力で生まれてきたという共通の基盤がある」という言葉には，筆者のどんな思いがこめられているのか。
〇いまここにある｢いのち｣の不思議をふまえ，これからの生き方について考える。
	１－(５)
	p.72-75
p.84-87
	　
	福祉／学級活動（生き方を考える）

	
	かけがえのない家族　
	８　家族
	４－(６)
	かけがえのない存在である家族のきずなや父母の愛情に気付き，感謝と敬愛の念を深める心を育てる。
	〇『お父さんお母さん』の中のどのような言葉に心を動かされたか。それはなぜか。
〇『親の思い』の中のどのような言葉に心を動かされたか。それはなぜか。
◎病気回復のために，家族が大きな力を発揮するには，どのようなことが必要だろうか。
〇自分と家族との関係を振り返り，家族とのつながり，かかわり方について考える。
	３－(１)
	p.112-115
	技術・家庭（家庭分野：家族と家庭生活）
	命に出会う体験・講話，家族との手紙の交換

	
	自然に感動する心　
	９　オーロラ ―光のカーテン―　　
（CD）　
	３－(２)
	自然の美しさや神秘さに感動する豊かな心をもつとともに，人間の力を超えたものに対する畏敬の念を深める。
	〇筆者が，オーロラは「厳寒の凍るような空気の中で見るもの」と言っているのは，どうしてだろうか。また，あなたはどう思うか。
〇筆者が，オーロラを見て息を飲み，驚きのあまり腰を抜かしそうになったのはどうしてだろうか。
◎オーロラとコミュニケーションをとろうと無我夢中になった筆者は，どんな気持ちだっただろうか。
	４－(10)
	p.70-71
p.76-79
	社会（地理的分野：世界の地域構成）
理科（第2分野：地学的事物・現象）
	移動教室などの自然体験　環境　国際理解

	
	平和を願って
	10　義足をアフガニスタンへ　
	４－(10)
	世界の中の日本人としての自覚をもち，同じ人間同士として互いに助け合おうとする気持ちをはぐくむ。
	〇活動のきっかけはどんなことだったのだろう。
〇「つらかったけれど，うれしくて苦にならなかった」のは，どのような気持ちからだろうか。
〇筆者たちの２か月ものがんばりを支えていたものは何だと思うか。
◎筆者が最後の段落で述べていることを受けて，あなたはどのように考えるか。
	４－(５)　
　　　
	p.128-131
	社会（地理的分野：世界の国々）
	ボランティア活動　奉仕的な学校行事

	7
	差別や偏見のない社会
	11　「ちがい」に種類があるの？
	４－(３)
	正義の心を重んじ，だれに対しても公正，公平にし，差別や偏見のない社会の実現に努めようとする態度を育てる。
	○こんな場面をどう思う？
　ア．Ａさんは「女の子だから家事を手伝いなさい」と言われるが，Ａさんの兄は言われない。
  イ．Ａ中学はバス通学ができるが，Ｂ中学はバス通学が認められていない。
○このちがいはどうか？
　ウ．Ｂさんは英検３級に合格したが，Ｃさんは不合格だった。
○「ちがい」にも２種類あるが，このことをどう考えるか。
◎資料の⑦～⑨の例についてはどう思うか。理由も考える。
○公正・公平な態度を身に付けていくには，どんなことが大切だろう。
	２－(５)
	p.102-103
	社会（公民的分野：人権に関する学習）
	国際理解学習や人権学習などの事前学習

	
	感謝の心
	12　手をつなごう　　　
	２－(６)
	多くの人々の善意や支えにより現在の自分があることに感謝し，それにこたえる態度を身に付けさせる。
	○保育園が休みの日に弟と留守番することになったとき，筆者はどんな気持ちをもったか。
○草刈りの現場で働く母の姿を見たとき，筆者はどんな気持ちになったか。
◎筆者が弟の手をにぎって，ふたたび両親が働く現場へ向かったときに，「いつもよりも，ずっと優しい気分になれた」のはどうしてか。
	４－(６)　
　
	p.64-67
	家庭（家庭・家族と子どもの成長）
社会（家族と社会生活）
	　

	9
	生活習慣と健康
	13　生活のリズムが心を成長させる
	１－(１)
	心身の健康を増進させるために，節度ある生活習慣を大切にする態度を育てる。
	○夏休み中，光一はどんな生活をしていたか。
○試合の先発に選ばれた，光一の気持ちを想像してみよう。
◎ハーフタイムに，光一が「うるさい」と大声で叫んだのはなぜか。また，下を向いて涙をこらえたのはなぜか。
○光一が貧血で倒れた原因は何か。その理由は何か。
	１－(２)
１－(３)
	p.18-21
	保健体育（健康と休養）
技術家庭（食生活）
	　

	
	国を愛する心
	14　さよなら，ホストファミリー
	４－(９)
	国際社会に生きる日本人としての自覚をもち，自国の文化や伝統を尊重し，自分の国を愛する心情を養う。
	○ソニアがニュージーランドに誇りをもっているのはなぜだろう。
○知子が，ソニアに対抗するように日本を大切に思うようになったのは，どんな気持ちからか。
◎ソニアの生き方に触れ，知子が日本人としての意識を深めていったのはどうしてだろう。
○日本人として自分の国を愛するというのは，どのようなことだと思うか。
	４－(７) 　４－(10)
	p.124-125
p.136-137
	社会（地理・歴史）
英語
	国や地域の文化財を調べる／生徒会活動（国際理解に関する活動）　学校行事（遠足・修学旅行）

	
	誠実な行動
	15　裏庭でのできごと
	１－(３)
	何が正しく，何が誤りであるかを判断し，責任ある行動，誠実な生き方について考える態度を養う。
	〇裏庭でサッカーをすることに対する健二の気持ちはどうだったのだろう。
〇雄一と大輔が先生に事情を説明しているときの，健二の気持ちはどうだったのだろうか。
◎翌日，先生に説明に行くまでの健二は，どのような気持ちだったのだろうか。
〇誠実な行動がとれなかったために悩んだ経験を振り返って，自分自身を見つめ直してみる。
	２－(３) 　 ２－(５) 　 ４－(２)
	p.26-29
	　
	職場体験やボランティア体験／学級における諸活動や各種学校行事

	
	集団生活の向上
	16　むかで競走
	４－(４)
	自分が属する様々な集団の意義について理解を深め，役割と責任を自覚し集団生活の向上に努めようとする態度を育てる。
	〇拓也は，どんな気持ちで「一宏がいなかったら…」という雰囲気のＢチームを見ていたと思うか。
〇朝練の参加者も減り，練習の意味もなくなってきた。あなたが拓也と同じ立場ならどうするか。
◎拓也が，一宏の特訓を見て立ちつくしたのは，どんな気持ちからか。
	１－(２)　　２－(３)　　４－(７)　　　　
	p.104-107
	　
	班別調べ学習／体育大会などの学校行事

	10
	郷土のすばらしさ　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　
	17　篠崎街道
	４－(８)
	地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し，郷土の発展に努めようとする態度を育てる。
	〇「篠崎はいいところだよ。」と祖父に言われたとき，主人公はどんな気持ちだっただろう。
〇生き生きと郷土を語る祖父の表情を見て，主人公はどんなことを感じただろう。
◎主人公は，どんな気持ちで篠崎ざるの資料を探しはじめたのだろう。
	４－(９)
	p.120-123
p.126-127
	社会（地理的分野：地域の地理）
（歴史的分野：地域の歴史）
	ボランティア活動　校外学習　体験的な活動

	
	心を開いて
	18　先生に出会って始まった　　　　　
	２－(５)
	相手を尊重し，相手の考え方を理解し，相手のよさを謙虚に学ぶ広い心を身に付けようとする態度を養う。
	○主人公はＹ子先生に出会わなかったら，どんな人生を送っていたと思うか。
◎主人公は，なぜ「生きることを始めた」のだろうか。
○主人公とＹ子先生の関係をどう思うか。
○人間にとって幸福とは，どんなことを指しているのか。
	１－(４)　　１－(５)　　２－(２)　
	p.60-63
	　
	ボランティア活動　奉仕活動　職業調べ　職場体験

	
	社会生活ときまり
	19　なぜ，花をとるか　　　　　　　　
	４－(１)
	自分も社会の一員であることを自覚し，広い視野に立った行動について考え，秩序と規律ある社会を築く態度を育てる。
	〇空き地を利用して花づくりをしている団地の人たちをどう思うか。
〇団地の人は，花をむしりとろうとしていた幼い子をどのように諭したと思うか。
◎幼い子の母親の考え方に同意するか，それとも団地の人の考え方に同意するか。
	２－(５)
４－(２)　　　　　
	p.92-95
p.96-99
	社会（公民的分野：社会の一員としての責任ある行動）
	学級活動（集団生活の向上，社会の一員としての自覚と責任）

	
	本当の友だち
	20　近くにいた友　　　　
	２－(３)
	相手の表面的な言動だけでなく内面的なよさに目を向け，友達のよさを発見し，互いに励まし合う信頼関係を育てる。
	○オサムは，信也のことをどのように思っていたか。
○オサムが信也に対して怒ったのはどうしてか。
◎オサムはどんなことを思いながら，信也の家に向かって自転車を走らせていたのだろうか。
	２－(６)
４－(４)　　　
	p.52-55
	保健体育（球技・チームの協力)
技術家庭（情報機器の使い方）
	情報機器の使い方

	11
	やりぬく心　
	21　無口なおじいさんベッポ
	１－(２)
	より高い目標の実現に向けて，継続して積み重ねる態度の大切さを理解し，着実に実行する実践意欲を養う。
	〇ベッポじいさんの「ひとあしすすんではひと呼吸し，ひと呼吸ついては，ほうきでひと掃きします。」という掃除の仕方について，どのように思うか。
◎ベッポじいさんのものの見方や考えの底にあるものは何だろうか。
〇「いちどに道路ぜんぶのことを考えてはいかん，…いつもただつぎのことだけをな。」について，自らの体験を重ねて考える。
	１－(３)
１－(４)
１－(５)
３－(３)
	p.22-25
	　
	勤労体験学習

	
	お先にどうぞ　　　　
	22　ドイツにて
	２－(２)
	「きっと～に違いない」と目の前のこととその先のことを考えて，自分から能動的に他人にかかわろうとする意欲と態度を育てる。
	○FREI(空車)の表示を見たとき，「わたし」はどんな思いだったのか。
○タクシー運転手はどんな思いで待合所の「二組の親子」を見たのだろう。
○ドイツ人の親子はどんな思いで「お先にどうぞ」と「わたしたち」に声かけしたのか。
◎運転手の話を聞きながら，「わたし」が涙したのはどうしてだろう。
	３－(１)
４－(２)
	p.50-51
	社会（地理的分野：世界の国々）
	　

	
	いのち
	23　葉っぱのフレディ
(CD)　
	３－(１)
	生命の尊厳について深く考え，限りある自他の生命を尊重しようとする心情を深める。
	○フレディは，葉っぱとしてこの世に生まれてきたことをどのように思っているのだろう。
○フレディは，次々と友だちがいなくなることをどのように感じているのだろう。
◎フレディは，自分の生きてきた道「いのちの旅」をどのように振り返っているのだろう。
○「いのち」のつながりについて，どのように考えていこうと思うか。
	１－(５)　 
３－(２)
３－(３)
	p.72-75
p.84-85
	　
	自然体験／健康安全

	
	ともに生きる
	24　手で話すことの楽しみ
	４－(２)
	互いに助け合い励まし合うことは，よりよい社会の実現に向けての第一歩であり，共に生かされ，支え合って生きているという自覚を育てる。
	○もし，手話というコミュニケーション手段がなかったとしたら，どのような事態が想定できるか。
○筆者が手話に関心をもつようになっていったのは，どうしてなのか。
◎筆者は，手話を通してどんなことを学んでいったのか。
○みんなが幸せに暮らせる社会を実現するために，どんなつながりやかかわりをつくっていけばよいだろうか。
	２－(１)　
　　　
	p.68-69
p.96-99　
	　
	生徒会活動　福祉・健康

	12
	礼儀の意義
	25　「愛情貯金」をはじめませんか　
	２－(１)
	他者への敬愛の気持ちをもち，時と場に応じた適切な言動を通して，気持ちのよい社会を築こうとする態度を育てる。
	○あいさつの有無で気分が変わるのはなぜだろう。
○被災したおばあさんはどうして「周りの人に声をかけてもらうと励みになる」と感じたのだろう。
○俵万智さんの短歌にはどのような思いが込められているのだろう。
◎「『愛情貯金』をはじめませんか」とよびかける筆者は，どのような願いをもっているのだろうか。
	２－(２)
	p.44-47
	　
	あいさつ運動

	
	男女の交際
	26　電信柱に花が咲く
	２－(４)
	男女が互いに心を開き，相手の人格を尊重しながら理解し合い，思いやりの心をもつ態度を養う。
	○同級生の男の子は，なぜお母さんにいたずらをしたのだろうか。
○けがをさせたのに，男の子はなぜ素直に謝れなかったのだろうか。
○電信柱の花を見て，お母さんはどう思ったのだろうか。
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	○史峰が奈良筆づくりをはじめた理由は何か。
○史峰は筆づくりを続けるために，どのような努力をしたのだろうか。
◎筆づくりの名人となった史峰を支えていたものは何だったのか。
○史峰にとって心晴れぬものとは何か。
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	思いやり　
	28　ぼくのほうこそ
	２－(２)
	温かい人間愛の精神を深め，他の人の立場や存在を尊重しようとする心情とともに，感謝と思いやりの心をはぐくむ。
	○息子の交通事故の連絡を受けた筆者は，どんな思いだっただろうか。
○事故を起こした大学生に対して，筆者はどう思っただろうか。 
○息子に「ぼくのほうこそ。」と言われた大学生はどんな気持ちだっただろうか。
◎「あのときの，あのひと言によってみんなの心が救われました。」という筆者は，どんなことを言いたかったのだろうか。
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	p.50-51
	保健体育
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	整理整とんを心がける姿勢を育て，節度を守り，進んでよりよい生活習慣を身に付ける態度を養う。
	〇テスト勉強があるからといって，母に掃除をしてもらった「わたし」についてどう思うか。
〇なぜ，「わたし」は涙があふれてきたのだろう。
◎「自分をはずかしく思う」という「わたし」は，どんなことがはずかしいのだろう。
〇「迷惑をかけてきた」とあるが，「わたし」はこの後，どのような生活を送っていくべきか。
	３－(３)
	p.18-21 
	保健体育（心身の機能の発達と心の健康）
	　

	
	友だちのあり方　
	30　吾一と京造
（CD）
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	友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち，互いに励まし合い，高め合おうとする心情を深める。
	○資料を読んで，気付いたことや話し合ってみたいと思ったことはどんなことか。
○吾一はどんな気持ちから，「みんなして，秋ちゃんちへまわって行こう。」という京造の言葉を振り切って走り出したのだろう。
○どやどやかけこんできた友達にてれかくしに笑顔をつくったのは，吾一のどんな気持ちからだろう。
◎京造と目がかち合ったとき，相手の目を見ることができなかった吾一は，どんな気持ちだっただろう。
○このことから吾一は，友情についてどんなことを学んだのだろう。
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３－(３)
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	職業の意義
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	４－(５)
	自己の進路や職業について関心をもち，働くことの尊さを理解し，公共の福祉に努めようとする態度を育てる。
	〇「消防士は『かっこいい』ということだけでできる仕事ではないことがわかった。」と言う「ぼく」は，どんなことがわかったのか。
〇電車の中で，ドアをけって隣の車両に移っていった若者と笑顔で男の子に話しかけた先生らしい人との，根本的な違いは何にあると考えるか。
◎この日経験したことから，「ぼく」は「仕事」とはどんなことだと考えただろう。
〇仕事は，一人ひとりの人生にとってどんな意味をもっているのか。
	１－(５)
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	支え合う家族　　　　
	32　家族と支え合うなかで
	４－(６)
	父母，祖父母に敬愛の念を深め，家族の一員として協力し合って生活しようとする意欲を高める。
	○「わたし」は，なぜ自分のことを「ちっぽけ」だと思ったのだろうか。
○老人ホームの訪問を通して，「わたし」はどんなことを考えたか。
◎「わたし」は今，どのような気持ちで祖母と接しているだろうか。また，積極的に祖母に接することは，家族にとってどのような意味があると考えているだろうか。
○自分と家族とのつながりを考え，家族のために何ができるか。
	３－(３)
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	福祉施設訪問／ボランティア活動

	
	人間の気高さ
	33　二度と通らない旅人　
（CD）
	３－(３)
	だれもがもっている弱さや醜さを自覚して，その克服に努めるとともに，生きる喜びを見いだす心情を豊かにする。
	○声をかけてくる旅人に対してみんなが黙って寝たふりをしていたとき，父親は何を考えていたのか。
○旅人が去り，黙りこんで火を見つめていたとき，父親は何を考えていたのか。
◎一家の人々が「これから，ああした夜，とめてくれとたのんだ人があったら，こころよくとめてやらなければならぬ。」と思うようになったのはどうしてだろう。
○『心のノート』p.83の図を見ながら，人は心の中にどんな強さをもっているのかを考える。
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	保健体育（心身の機能の発達と心の健康）
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	3
	命あるもの　
	34　私の愛した犬たち
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	生きとし生けるものの生命の尊厳と，生命あるものが互いに助け合って生きていることを理解し，感謝する心情を育てる。
	○19歳の筆者が「もう生涯二度と生き物は飼うまい」と心に誓ったのはなぜだろうか。
○みんなの中には，今は動物を飼いたくないと思っている人はいないか，その理由は何か。
○筆者にとって，幼いころから飼ってきた犬たちはどんな存在だったのか。
○現在動物を飼っている人たちとその動物とのつながりを考える。
◎著者は「生涯二度と生き物は飼うまいと誓ったはずなのに」どうして，犬を息子に買い与えたのか。
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	ボランティア活動　地域の人たちとの活動　生命を育てる委員会・係活動
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	35　オーストリアのマス川
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○グレーリングが釣れたときの筆者の気持ちはどうだったか。
◎解禁日が明日であることに気付いたとき，筆者はどんな気持ちになったか。 
○明日が解禁日だ。たった一日違いで規則に違反するが，あなたならどうするか。それはどんな気持ちからか。
○どうして，このような解禁日等の厳格な制限があると思うか。
○日ごろの生活を振り返って，みんなが規則を守らなくなったらどうなるか考える。
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